
　かつめし

　　かつめしは、加古川市とその周辺で親しまれているグルメです。

　ごはんの上にたたいて平たくしたカツをのせ、デミグラスソース系の

　たれをかけたものを洋皿に盛り、お箸で食べる。

　かつめしが戦後間もないころに加古川駅前の食堂で考案され「お箸で

　気軽に食べられる洋食」として出したのがはじまりです。
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